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   1. Extracted urinary and biliary calculi were immersed in renacidin solutions of various 
concentrations a d their dissolving processes were observed. 
   Phosphate, carbonate and magnesium phosphate calculi were markedly dissolved, especi-
ally at the concentrations f 10 per cent or more. Oxalate calculi were less dissoluble, and 
uric acid, cholesterol and bilirubin calculi remained unchanged. 
   2. A comparative study of solution G, solution M and 10 per cent renacidin solution 
showed that the latter was the most efficient solvent. 
   3. Ten per cent renacidin solution gave no  remz,nIzable changes to the eyes of a  rabbit 
instilled with it once an hour for 6 hours and to the mucous membrane ofa  newly removed 
human ureter immersed in it for 24 hours.
優 れた結石溶解剤の 出現は我 々泌尿器科医の
渇望す るところであるが,最 近,Renacidinと
称す る新結石溶 解剤が紹介 され(MulvaneyS),
1959),臨床 実験 に於 て も好成 績 が 得 ら れ て
い る(Mulvaney6).1960,Abeshouse等,2)
1961).
我 々も本剤 を入手 し,そ の摘 出結石 に対 する
溶 解作用,粘 膜刺戟作 用等 に就 て基礎的実験 を




























































L実験1.〕尿路結石5個 を夫々4分 し,之 を 蒸 溜
水,5%,10%,20%Renacidin溶液ケこ浸漬,37℃に
て7日 間観察した。
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溶 解剤 を以て尿 路を灌流 し,直 接結石に作用
せ しめて之 を溶 解 しよう とす る試 みは,チ スチ
ン結 石に対 して ア・レカ リ剤 を用いたC・・w・114)
(1924)に始 る。以来種 々の溶 解剤が報告 されて
居 り,代 表的 な もの としては,Suby等7)に よ
るSolutionG及びSolutionM,Abesho-
use等1)によるVersene等が ある.然 し之等
の溶解剤 は試験管 内実験 に於 ては比較 的優 れた
溶解作用 を示 すが,そ の溶解性 は燐酸塩及 び炭
酸塩結石 に止 り,且,粘 膜 に対す る刺戟性 が強
くて,臨 床的応用 に際 しては悲観的結果を経験
す る場合が 多 く3)・各種の結石 に有効 な広 い溶
解性を有す ると同時 に粘膜 に対す る刺戟性の少
い優秀 な溶解剤 の出現が待望 され てい る.
然 るに,1959年Mulvaneys)は一新結石溶
解剤Renacidinを紹介 し,そ の試験管内実験
及 び3例 の臨床実験成績 を報告,更 に1960年に
は腎13例,尿 管8例,膀 胱10例の尿路結石症及
び留置 カテ ーテルの石灰沈着15例,計46例に使





我 々もRenacidinに就て基礎的 実 験 を 行


















1.Renacidinは燐酸塩,炭 酸塩及び マ グ
ネシウム塩結石に対 して,殊 に10%以上の濃度
に於て,優 れた溶解性を有 し,又蔭酸塩結石に
対 して も可成 り溶 解憐を示す 但 し,尿 酸塩,
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